
静岡県企業局では、令和６年１月の能登半島地震により被災した水道管路などの
応急復旧支援として、日本水道協会からの要請を受け、現場経験の豊富な技術職員
を石川県珠洲市へ、複数回に分けて派遣しました。
被災地の支援活動を体験したことで、新たな課題などの気づきが得られたことか

ら、大規模災害時における迅速な復旧につながるよう、危機管理体制のブラッシュ
アップに引き続き取り組んでいきます。

～活動実績～
令和６年２月 21 日から令和６年５月８日までの 36 日間、５班体制の延べ 13 名

により、実働 25 日間の応急復旧支援を行いました。
支援業務として、埋設水道管の漏水調査、水道管内部の洗浄作業、応急復旧工事

の現場管理、給水開始に伴う住民対応などを行いました。

～支援活動の様子～

漏水調査 洗管作業

道路上の仕切弁や宅地内の給水栓を操作 水道管の内部に水を流しての洗浄作業

現場管理 住民対応

漏水箇所の復旧工事を監督 給水開始の情報を地元住民へ周知

区分 派遣先 派遣期間 派遣人数

第１班

珠洲市

２月 21 日～２月 28 日の ８日間 ３人

第２班 ３月 ３日～３月 ９日の ７日間 ３人

第３班 ３月 ８日～３月 14 日の ７日間 ３人

第４班 ４月 27 日～５月 ３日の ７日間 ２人

第５班 ５月 ２日～５月 ８日の ７日間 ２人

合計 ２月 21 日～５月 ８日の 36 日間 延べ 13 人

能登半島地震の水道復旧で企業局職員が奮闘!!

～ 石川県珠洲市へ技術職員を派遣しました ～


